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理　　事

会　　長 松岡　隼人 人吉市長

副 会 長 岡　啓嗣郎 社会福祉法人仁和会理事長・医師

常務理事 告吉眞二郎 人吉市健康福祉部長

理　　事

竹田　文郎 人吉市町内会長嘱託員連合会会長

才尾弘太郎 人吉市校区社協連絡協議会会長

三倉　重成 人吉市老人クラブ連合会会長

木村　惠子 人吉市ボランティア連絡協議会会長

松川　　勲 人吉市くらし見守り相談員連絡協議会会長

源嶋　正人 人吉市民生委員児童委員協議会会長

東　　　滋 人吉市社会福祉事業団延寿荘施設庁

監　　事
寺床　住夫 社協特別会員・税理士

大瀬　彦一 人吉市民生委員児童委員協議会

会長　松岡 隼人



令和元年(2019年)7月1日発行　人吉市社協だより　③　No.195

基本目標「地域の福祉力を高め、地域で支え合う体制づくりを推進する」

１．地域支援の充実
・小地域ネットワーク活動や地域サロン活動など住民主体の様々な地域福祉活動の支援
を行います。
・生活支援体制整備事業では、６校区に協議体を立ち上げ、生活支援コーディネーター
を配置します。

２．福祉相談・権利擁護の推進
・生活困りごと支援センターでは、複雑多様化する相談に対応するため、行政や関係機
関との更なる連携・協働を図ります。
・成年後見事業では、市民後見人の円滑な活動を進めるとともに裁判所から依頼があっ
たケースを積極的に受任し、セーフティーネットの役割を果たしていきます。

３．在宅福祉サービス事業の推進
・介護サービス事業は、利用者の権利と人格を尊重し、できる限り住み慣れた地域で在
宅生活が継続できるように質の高いサービスを提供します。 

４．ボランティア活動の推進
・ボランティア活動に関する市民の理解や関心を深めるため、インターネットやＳＮＳ
など様々な媒体を通じて情報提供を行うとともに、コーディネート力を強化しボラン
ティアの裾野を広げていきます。

５．法人運営の基盤強化
・本会の財政は引き続き厳しい状況にあるため、財政基盤の安定化を図るとともに責任
ある法人として、より健全な法人経営を目指します。

令和元年度事業計画・予算

５つの重点項目
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　「地域の福祉力を高め、地域で支え合う体制づくりを推進する」を基本目標に掲げ、
地域福祉を推進する中核団体として地域に密着した事業に取り組むとともに、住民参加
や協働による福祉活動の支援を行い、住民ニーズに応じたきめの細かい事業展開に努め
てまいりました。

１）地域福祉事業
地域福祉推進事業
・小地域ネットワーク会議

延べ157回(６校区合計)
・くらし見守り相談員事業

訪問回数　14,409回 
・ミニサロン事業　開催回数　130回

参加者総数　3,074名
買い物支援事業
・宅配回数　1,865回　見守り訪問　540回 
ボランティアセンター事業
・災害救援ボランティア養成講座

西校区　48名参加
・災害救援ボランティアフォローアップ研修

39名参加 
資金貸付事業
  ・小口福祉資金貸付事業　貸付件数　７件
地域福祉権利擁護事業
 ・契約件数　43件　支援回数　1,240回

２）共同募金配分金事業
高齢者福祉活動事業 
・校区社協活動助成（６校区）
・福祉団体助成（老人クラブ連合会）
障がい児・者福祉活動事業 
・福祉団体助成 
(人吉市視覚障がい者福祉協会 他３団体)

児童・青少年福祉活動事業
・ボランティア協力校事業　
　市内小・中・高・専門学校　12校を指定 
・ボランティアスクール(小学６年生)

14施設　69名参加 
・福祉の職場体験事業(中学生以上)

20施設　83名参加
・中高校生のための災害ボランティア講座

13名参加 
福祉育成・援助活動事業 
・福祉団体助成 
(人吉市ボランティア連絡協議会 他４団体)
・社会福祉のつどい　2/15開催 250名参加 
歳末たすけあい配分金事業
・見舞金品配布事業　
　配布件数　2,879件　1,339,360円 

３）受託事業
デイサロン事業 
・開催回数　909回 利用者数 延べ9,988名
安心生活創造事業
・地域福祉コーディネーターによる地域福
祉事業の支援 

ファミリーサポートセンター事業 
・活動実績　234件　712.6時間 
成年後見事業 
・相談件数　3,307件 
・法人後見受任件数　63件
・市民後見人養成講座、セミナー等の開催
・暮らし安心法律相談　25件 
・市民後見人活動件数　295件
生活困窮者自立相談支援事業
 ・Ｈ30　新規相談件数　96件 
生活支援体制整備事業 
・大畑校区に協議体と生活支援コーディ
ネーターを配置
・社会福祉のつどいで「お互い様の支え合
いフォーラム」を開催
・健康マージャン初心者教室の開催

４）居宅介護等事業
訪問介護事業・障がい者居宅介護事業 
・訪問介護　実利用者数　159名
・居宅介護(障がい)実利用者数　33名 
・移動支援　実利用者数　12名 　
居宅介護支援事業 
・実利用者数　　114名 

５）その他の事業
総合福祉センター運営事業
 ・会議室の貸出　463件 
善意銀行
 ・預託　51件　払出　111件 
福祉機器の貸出
・ 延べ件数　135件

平成30年度　事業報告

主な取り組み
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　人吉市社会福祉協議会には、法人会計の社会福祉事業に５つの拠点区分、公益事業に
１つの拠点区分があります。詳細等についてお知りになりたい方は、事務局までご連絡
ください。

単位：円

科　　目 決　算　額 説　　　明

収
　
　
　
　
　
入

会費収入 8,863,200 普通・賛助・特別会費

寄付金収入 5,531,721 香典返し・一般寄付

補助金収入 34,163,530 人件費補助金　他

共同募金配分金収入 7,309,572

受託金収入 46,404,334 事業受託金

貸付事業収入・事業収入 8,173,783 貸付利息・法人後見報酬・センター利用料　他

介護保険事業収入 47,687,123 介護報酬・利用料

障害福祉サービス事業収入 10,859,115 介護報酬・利用料

長期貸付金回収収入 533,500 小口福祉資金

その他の収入 1,636,545

収入計① 171,162,423

支
　
　
　
　
　
出

人件費支出 121,138,103 職員給与・手当・保険料等

事業費支出 23,036,810

事務費支出 6,005,643 消耗品・光熱費・賃借料・修繕費等

助成金支出 7,132,999 各種団体への助成金

固定資産取得支出 804,168 大判プリンター・駐輪場街灯等

長期貸付金支出 272,500 小口福祉資金

積立資産支出 457,199 退職給付引当資産

その他の支出 2,310,060 退職手当積立基金預け金支出 他

支出計② 161,157,482

収支差額合計　③＝①−② 10,004,941

平成30年度決算報告
　⑤　No.195
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No.68
人 吉 市
ボランティア
連 絡 協 議 会

　ぼられんだよりの内容が新しくなります。
　これまでのボラ連会員のボランティアグループ紹介だけでなく、他の様々なボラン
ティア活動をされている方の活動内容や、活動に対する想い等をご紹介することで、よ
り充実した内容を、市民の皆様に広く発信していきたいと考えています。

ぼられんだよりが新しくなります

《令和元年度　主な活動》
8月	 24時間テレビ街頭募金活動
9月21日	 球磨ブロック社協災害ボランティアセンター設置訓練
10月13日	 とっておきの音楽祭　バザー出店
10月26日	 火の国ボランティアフェスティバル山鹿
12月1日	 歳末たすけあい演芸会バザー出店
3月	 全体研修交流会

　令和元年となり２ヶ月が過ぎようとしていま
す。みなさまかわらずお元気にてご活躍のこと
と存じます。

　さてボラ連会長を仰せつかって１年間、皆さまに支えていただき充実した活動
ができたことを心よりお礼申し上げます。
　この１年間でいろいろな方との出会い、ご縁・絆が広がりそして何よりボラン
ティア活動をされるみなさまの笑顔とパワーに魅了されました。
　私のモットーは「無理なく楽しくボランティア」です。好きなことを仲間と研
鑽しあえる喜び！いろいろ活動されている方々と元気を分かち合える喜び！ボラ
ンティアって素敵だなあとあらためて思います。
　今年度も歴代会長が受けついでこられた「おもてなしの心」をしっかりと受け
とめて活動して参ります。どうぞよろしくお願い致します。	 木村　惠子

　研修会では、「ふれあいサロン藍♡あい」の渥見ユリ子氏に「居心地の良い楽しいサロン作りにつ
いて」、消費生活センターの大原伸司氏に「だまされない知恵を学ぶ」のテーマで講話をして頂きま
した。
　交流会では、人吉市マッサージ師会の宮原伸晃氏に「人生はピンピンコロリで生き抜こう」のテー
マで講話をして頂きました。

３月23日に平成30年度全体研修・交流会を行いました。

〜会長挨拶〜
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子どもの居場所

　皆さんは、「子ども食堂」をごぞんじですか？「子ども食堂」は、地域のボランティアの方々が食
事の提供をし、子ども１人でも安心して利用することができます。また、人吉市内の子ども食堂では、
子どもだけでなく大人も利用することができ、食事を通じて様々な世代の人がつながって、地域ぐる
みで子どもたちをあたたかく見守る取組みが広がっています。現在、人吉市内には４か所の「子ども
食堂」と「子どもの居場所」が２か所あります。ぜひ、お近くの会場に出かけてみませんか？

遊びにおいでよ♪「子ども食堂」と「子どもの居場所」

★開催日／毎月１回不定期開催
　　　　　11：30～13：30
★場　所／ひまわり保育園(瓦屋町1848)
★お問合せ／☎２３－５３９６

★開催日／次回は７月７日 日曜日　12：00～
★場　所／東西コミセン(城本町1088)
★お問合せ／☎090－9607－7204(中野)

★開催日／第２水曜小学生対象
第４水曜中学生以上対象　17：00～

★場　所／シンクタンクさくら(九日町109−1)
★お問合せ／☎080－3909－5717(鳥飼)

★開催日／毎月第２金曜日　17：00～20:00
　※９月から第４金曜日17：00〜20：00に変更
★場　所／グリーンコープ生協くまもと
　キープ＆ショップ人吉｢テとテとて｣(上新町381)
★お問合せ／☎080－5380－5389(松田)

★開催日／月〜金の放課後
★場　所／下新町313−1　岡本宅
★お問合せ／☎２２−１４４１

★開催日／月～金の放課後
★場　所／下新町313－1 岡本宅
★お問合せ／☎２２－１４４１

｢おとなも・こどもも！
みんなのこども食堂｣

｢ニコニシ食堂｣
西校区社会福祉協議会

「無料塾さくら」

「おしゃべり食堂」

｢なかよしランチ｣
中原校区民生委員児童委員

｢つなぐ 放課後のこどもの居場所｣

大畑校区　生活支援体制整備事業
支え合い助け合う心つながるまち

｢おこば｣を作ります
　大畑校区では、平成31年３月11日「大畑校区地域支え合い推進会」の発会式
が行われ、生活支援コーディネーターが選任されました。
　「大畑校区地域支え合い推進会」は、大畑校区にお住いの方々が、何歳になっ
ても住み慣れた地域で自分らしく生活を続けることが出来るように、必要なこと
を考え話し合う場で、大畑コミセンが活動拠点となります。
　生活支援コーディネーターは、住民同士の支え合い活動の体制づくりを、地域
の方々と一緒に取り組みます。
　ちょっと気にかけ、ちょっと声かけ、ちょっと優しく、ちょっと頼れる、そん
な空気ただようまちを目指します！

生活支援コーディネーター

林
はやし

　　真
ま　み

美さん
大畑校区スローガンのよ
うに支援活動・見守り活
動、大畑校区ならではの
地域の支え合い・助け合
いの仕組みづくりを推進
していきます。




